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特集「高校生サークルスタート！！」

今月の表紙
本年は日本とモンゴルの外交関係が樹立して５０年の
節目の年となります。その記念事業として九重町出身
の元在モンゴル特命全権大使である清水氏宅で「モン
ゴル現代絵画展」が開催されました。
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まちの話題

　６月30日九重町商工会女性部より九重“夢”
茶の新茶報告がありました。九重“夢”茶は、９
種類の薬草が使用され、すっきりとした「味わ
い」と芳ばしい「香り」、鮮やかなお茶の色が
楽しめるお茶です。
　商工会堤経営指導員は、「女性部員が薬草を
手作業で作っている安心安全のお茶です。ぜひ
味わってみてください」と話されていました。

商工会女性部新茶報告30
6

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の
防止と更生について理解を深め、それぞれの立
場で力を合わせ、安全で明るい地域社会を築く
ための全国的な運動で、今年で72回目を迎え
ます。
　第72回「社会を明るくする運動」強調月間
の始まりである７月１日に、ここのえ緑陽中学
校で推進委員の皆さんが、生徒に挨拶をしなが
ら啓発活動を行いました。

（左から）商工会堤博俊経営指導員、女性部梅木ひとみ
 部長、日野町長、大野君代副部長、梅木富美子副部長

社会を明るくする運動

　７月１日、地域おこし協力隊の任命式が九重
町役場で行われ、池永洸太郎さん（大分市出
身）が新たな協力隊として着任しました。
　池永さんは、「身を粉にして働き、九重町の
ために活動していきたい」とこれからの決意を
話されていました。
　池永さんは主に、畜産農家の方が休みをとる
際に代わりにえさやりなどを行う「畜産ヘル
パー」として活動し、将来的には九重町での就
農をめざしていきます。

左から日野町長、地域おこし協力隊池永洸太郎さん

新たな地域おこし協力隊

　７月３日、第43回九重町消防大会が開催さ
れました。今年度は標的を倒すまでの時間を競
う火消大会が行われ計26部が競技に参加しま
した。
　各部日頃の練習の成果を発揮し迅速な放水を
行っていました。

ポンプ車の部優勝の第９分団 21部の競技の様子

消防団火消大会

1
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小型ポンプの部
第 ６ 分団 13部
第 7 分団 16部
第 12分団 28部

優　勝
準優勝
３　位

ポンプ車の部
第 9 分団 21部
第 1 分団 1 部
第 11分団 25部
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　７月13日、バレーボールチーム湯布院ジュ
ニアに所属する佐藤哲平さん、佐藤由衣さん、
大久保真緒さんが全日本バレーボール大会大分
県大会混合の部優勝を町長に報告しました。
　今回の結果で、全国大会への出場が決まって
おり、佐藤哲平さんは、「全国大会も楽しんで
勝っていきたい」と頼もしい言葉を話されてい
ました。

　７月20日、玖珠郡食品衛生協会（永楽昭八
郎会長）と県西部保健所が、宝泉寺地区10店
舗の宿泊施設・飲食店で夏期巡回指導を行いま
した。
　食品衛生指導員等７名が参加し、効果的に食
中毒の発生を未然に防止することを目的に、調
理器具等への細菌の汚染状況を把握できるＡＴ
Ｐ拭き取り検査を実施し、食中毒予防を呼びか
けました。

バレーボール県大会優勝13
7

夏期巡回指導20
7

　７月21日、玖珠美山高校のホッケー部及び
少林寺拳法部が全九州高校体育大会の結果報告
及びインターハイ出場報告に訪れました。
　少林寺拳法では、女子単独演舞で小野優花さ
んが準優勝、筒井朱璃さんが10位、また男子
単独演武では、向井勇登さんが３位となってい
ます。ホッケーでは、男女ともに優勝してお
り、それぞれ全国総体への出場を決めていま
す。

全国総体出場報告21
7

　７月14日、飯田公民館にてスマホ教室が開
催されました。この教室は、スマートフォンを
持っていない人や持っているけど、もっと使い
こなしたい人のための教室です。
　参加者からは「いままでなんとなく使ってい
たが、使い方の基礎が分かってよかった」など
の声がありました。
　今後、他の地区においても順次スマホ教室を
開催していく予定です。

スマホ教室in飯田公民館14
7



6広報ここのえ　2022.８月号

町道通行制限情報の公開について
●お問い合わせ　建設課　☎76-3811

　町道等の通行制限情報（公開用ＧＩＳ）を
インターネットを通じて皆様にわかりやすく
公開・提供します。パソコンやスマートフォ
ン、タブレットからご覧いただけますのでご
活用ください。
　閲覧は九重町のホームページ、以下の二次
元コード等からアクセスしてください。

　公開用ＧＩＳとは
　住民公開ＧＩＳは、住民や企業等に対して行政
情報を地図付きでよりわかりやすく、より効果的
に提供する手段です。
　住民は公開された情報に対して自由にアクセス
することができ、視覚的にわかりやすく表現され
た地域の情報をいつでも参照することができます。

ここのえ緑陽中学校第７回俳句「ふるさと大賞」への投票をお願いします
●お問い合わせ　教育振興課　☎７６－３８１２

　ここのえ緑陽中学校では、校内俳句大会で選出された入選作品30句を九重町民の皆さまに知っ
ていただき、「選者」になっていただくことを通して、「中学生の故郷を愛する気持ち」を育てる
ことを目的に、「ふるさと大賞」に毎年投票いただいています。

ハウスで野菜・花きを作りませんか
●お問い合わせ　農林課　☎76-3804

　町内在住の高齢者や新規就農者を対象に、
野菜や花きの生産を行う小規模ハウスの導入
費用に対する補助を行っています。

●対　象　者　65歳以上の方
　　　　　　（認定農業者を除く）
　　　　　　（令和４年４月１日時点）
　　　　　　　または新規就農者
●対象作物　販売向けに生産をする園芸作物
●対象ハウス　180㎡以下のハウス

●申込期限
　９月20日（火） まちの事業紹介

（30ページに掲載）

▲

活きいきチャレンジハウス導入事業

※ハウス完成後は、ハウス（園芸）施設の農業共済又は
建物更生共済に加入する必要があります。65歳以上
の方（令和4年4月1日時点）については、施工を業者
に依頼した場合、400円／㎡の補助があります。

大会スローガン　「あなたの1票が中学生と九重町を元気にする！」

俳句創作テーマ　「感謝」

投票方法と場所
投票期限
　８月31日（水）まで
投票可能な方（小中学生は学校で投票します）
　九重町民（子どもも可）及び九重町訪問者
投票場所
　九重町役場、各地区公民館、町内の各種事業所、
　町内の各地区郵便局　等
入　　賞
　得票数の上位者を11月開催の開校10周年記念
　行事の中で、入賞者として表彰します

▼
▼

▼

令和３年度最優秀賞の作品
主催ここのえ緑陽中学校「学校運営協議会」

▲公開用ＧＩＳ
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民間賃貸住宅家賃補助の申請受付
●お問い合わせ　企画調整課　☎76-3807

　九重町では、新たに賃貸住宅（空き家含
む）で暮らし始めた方へ、家賃助成を行って
います。希望される方は必要書類を添えて申
請してください。

●家賃助成対象期間
　令和４年４月分～令和４年９月分

●申請期間
　９月１日（木）～９月30日（金）
　※お早めに申請してください。

●条件等
　単身世帯：月額家賃30,000円以上
　同居世帯：月額家賃45,000円以上

　総務省統計局では、10月1日現在で就業
構造基本調査を実施します。
　この調査は、日本の就業・不就業の実態
を明らかにすることを目的として、統計法
に基づき実施する国の重要な統計調査です。
　より便利に皆様にご回答いただくため、
パソコンやスマートフォンを使って、簡単
に回答することが可能になっています。９
月下旬から調査員が調査をお願いする世帯
に伺いますので、調査の趣旨にご理解いた
だき、ご回答をお願いいたします。

●お問い合わせ　企画調整課
　　　　　　　　　　☎７６－３８０７

コミュニティ活動を整備・充実させてみませんか？
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業としてコミュニティ助成事業を行
なっています。住民が自主的に行なうコミュニティ活動の促進を図り、住民の連帯感に基づく自治
意識を盛り上げることをめざし、活動に必要な備品整備に対して補助をする事業です。
　次年度（令和５年度）の募集は毎年10月頃に行われますが、随時ご相談をお受けしていますの
で是非お問い合わせください。

まちの事業紹介
（７ページに掲載）

就業構造基本調査へのご協力
お願いします

▲

　中板区及び竜門区が事業を活用し、テーブルやイス、家電等を整備しました。備品
整備にかかる住民の負担軽減と、地域コミュニティ活動の活性化につながりました。

令和４年度活用事例

▲中板 ▲竜門

（管理費、駐車場代等を除く住居にかかる費用のみ）
※その他条件等についてはお問い合わせいただくか、
　まちの事業紹介または
　九重町ホームページを
　ご確認ください。



8広報ここのえ　2022.８月号

還付金詐欺にご注意を！

還付金詐欺にご注意を！

　農地を売買したり、農地以外（宅地や駐車場、太陽光発電施設など）の目的で利用する農地転用を行うに
は、農地法に基づく手続きと許可が必要です。
　農地法の許可を得ずに行った売買契約は無効となるほか、無断で農地を転用した場合は農地法の規定によ
り罰則が適用されます。詳しくは、農業委員会までご相談ください。

　遊休農地等の実態把握と発生防止・解消対策・農地の違反転用
防止対策として今年も町内全域の農地パトロールを実施します。
実施期間は、令和４年８月～10月です。
　身分証をつけた農業委員・農地利用最適化推進委員が調査を行
います。確認のため農地内に立ち入ることもありますが、ご理解
とご協力をよろしくお願いします。

農地パトロール（利用状況調査）の実施について
●お問い合わせ　農業委員会　☎７６－３８0５

　手軽に携帯電話販売代理店にてマイナンバーカードの申請ができるようになりました。
　現在、マイナンバーカードをまだお待ちでない方を対象にオンライン申請用の二次元コード付き
マイナンバーカード交付申請書が９月上旬までに順次送付されています。申請の際は、送付された
申請書をご持参いただくとスムーズに手続きを行えます。
※条件により送付されない方もいます。詳しくはお問い合わせ先まで

ケータイショップでマイナンバーカードを申請できるようになりました
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２

農地転用等についてのお願い

ケータイショップでの申請手続の流れ
　スマホに証明写真アプリ（右下二次元コード）をダウンロードします。
❷　アプリで顔写真を撮影します。
❸　専用のＷＥＢサイトで名前、住所、生年月日、性別、写真、その他の情報を登録します。
❹　申請完了後、申請受付番号をお渡しします。問い合わせの際等にご活用ください。

申請後の流れ
　申請手続が完了したら、あとは交付通知書（ハガキ）
を待つだけ。

❷　交付通知書が届いたら役場までマイナンバーカードを
受け取りに行きましょう。

★申請後通知書が届くまで約1ヶ月程度
★二次元コード付交付申請書をお持ちの場合早く交付されます

（お持ちいただくもの）
　交付通知書（ハガキ）、本人確認書類等必要書類

※対応している携帯電話販売代理店についてはお問い合わせ先まで問い合わせください

▲iPhone用

▲Android用
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　労働に関することで悩んでいませんか？労働
者やその家族及び事業主からの労働に関するト
ラブルや悩みの相談を、県職員がお受けしま
す。当日来場できない方は電話による相談もで
きますので、お気軽にご相談ください。相談無
料・秘密厳守・予約不要となっています。

●と　き　９月６日（火）午前11時～午後３時
●ところ　九重町役場１階　102会議室
●相談方法　来場または電話による相談
　※電話によるご相談はフリーダイヤル
　　☎０１２０－６０１－５４０
　　携帯・スマホ・公衆電話からは
　　☎０９７－５３２－３０４０

労働なんでも相談会
●お問い合わせ
　商工観光・自然環境課　　　☎76-3150
　県労政・相談情報センター　☎097-532-3040

75 歳以上の方へ健診のお知らせ

　後期高齢者医療制度に加入されている方が対
象です。元気な方も、治療中の方も早期発見・
治療のために年１回の健康診査を受けましょ
う。
　健康診査受診券の有効期限は、令和５年３月
31日までです。
　健診を受ける際は、新型コロナウイルス感染
症等の発生状況を踏まえ、医療機関等にご予約
のうえ、受診してください。

●健康診査受診券（オレンジ色のハガキ）
●後期高齢者医療被保険者証

訪問健康相談・訪問栄養相談・歯科口腔相談・ご長寿健康相談の実施について
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

　後期高齢者医療広域連合では、被保険者に訪問健康相談・訪問栄養相談・歯科口腔相談・ご長寿
健康相談を行っています。対象の方には事前にご案内を送付いたします。

健診を受ける際に持参するもの

●お問い合わせ　住民課　☎76-3802
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　
　　　　　　　　☎097-534-1771

対 象 者　①訪問健康相談：県内５００名程度
　　　　　②訪問栄養相談：県内７００名程度    
　　　　　③歯科口腔相談：県内２００名程度
　　　　　④ご長寿健康相談：県内１，５００名程度

内　　容　健康相談員として保健師・看護師・管理栄養士・言語聴覚士・歯科衛生士のいずれか
　　　　　がご自宅を訪問し、健康管理や日常生活での改善点など、個々の状況にあったアドバ
　　　　　イスやご相談を行います
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還付金詐欺にご注意を！
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

不審な電話・訪問にご注意ください
　全国各地で、還付金詐欺が発生しています。厚生労働
省・日本年金機構・市町村・広域連合等の職員を装い、
「年金の払い戻しがある」「医療費の戻りがある」といった
言葉でだまされた高齢者が通帳やキャッシュカード等を取
られたり、ＡＴＭに誘導されたりして口座から現金を引き
出されるなどの被害が発生しています。

不審な電話・訪問があったら
　不審に思われた時には、すぐに住民課または後期高齢者医療広域
連合までご連絡をお願いします。

後発医薬品（ジェネリック医薬品）をご存じですか？
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

　先発医薬品（新薬）は開発に長い年月と莫大な費用がかかります。そのため一定の期間、特許で
守られており、値段が高くなります。
　一方、ジェネリック医薬品は、先発医薬品と同一の有効成分、同等の効能・効果をもつ医薬品です
が、その特許が切れた後に発売されるため先発医薬品に比べて低価格で購入することができます。

ジェネリック医薬品のいいところ

▼
▼

★先発医薬品より安価で、経済的
　患者さんの自己負担の軽減、医療費の削減につながります。

★効果や安全性は先発医薬品と同等
　国は、後発医薬品が先発医薬品と同レベルの品質・有効性・安全性を有するかどうかについて厳しい基準
で審査を行っています。

●まずは、受診の際に医師や薬剤師へご相談ください。直接言いにくい方は、
　『ジェネリック医薬品希望カード』を医師、または、薬剤師へご提示ください。
『ジェネリック医薬品希望カード』は住民課に設置、または７月に送付しました
新しい被保険者証に同封の「後期高齢者医療のしおり」に掲載しています。

九重町では「特殊詐欺防止機能付き
電話機等購入補助」を
行っています。

まちの事業紹介　
【住まい・生活（11ページ）】

▼
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９月３日は睡眠の日です！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　日本人の５人に１人は睡眠の問題で悩んでいると言われています。九重町では、「睡眠で休養が
十分にとれている」という問いに「いいえ」と答える方が、大分県内で男性は３番目、女性は２番
目に多いです。（Ｈ30年度　保険者協議会医療費・健診データ分析事業 Ｒ３年３月）良い睡眠
は、生活習慣病の予防にも繋がります。眠れない期間が続く場合は、早めに相談機関やかかりつけ
医に相談をしてください。

朝一定時刻に起床する
夜間眠れても眠れなくても、朝同じ時刻に起きるよう工夫することが大切です。
週明けに朝起きが苦手な方は休日も平日と同じ時刻に起床しましょう。
仮眠は20～30分にとどめ、夕方以降に仮眠しない
仮眠をする場合は、１２時～１５時の間で、時間も20～30分にとどめる様にしましょう。
朝日を上手に利用する
朝の太陽光は、覚醒度を高めるとともに、夜間の睡眠を引き起こす作用があり、朝の光は自然な睡眠薬
の役目を果たします。可能なら朝日を浴びながらの散歩がおすすめ。
散歩が難しければ、カーテンを開けて光を浴びるようにしましょう。
また、日中に運動をする等、覚醒度を高める工夫をしましょう。
寝る前に強い光を浴びない
寝る直前まで強い光の下で過ごさないようにしましょう。夜間に強い光を浴びると、覚醒度が高まり、
寝つきにくくなるとともに、睡眠の時間帯そのものを後退させます。
日中の眠気が強まらない程度の睡眠を確保する
個人ごとに必要な睡眠時間は差があるものの、ある程度の睡眠時間を確保する必要があります。若い人
ではいくら睡眠を削っても６時間程度の睡眠を確保しないと、日中の眠気が強まる可能性は高くなりま
す。夜間のオンラインゲームなどのインターネットの過剰な使用は睡眠不足の原因となりやすいため、
十分な注意が必要です。
就寝前に刺激物を避け、自分なりにリラックス法を工夫する
就寝前の４時間以内のカフェイン摂取や１時間以内の喫煙を控えるようにしましょう。また、就寝前
に、例えばぬるめのお風呂に入る、温めたミルクを飲む、ゆったりとした音楽を聴く、ストレッチをす
る等のリラックス法を試しましょう。
寝室を睡眠以外に利用しない
寝室に入ったら、自然に眠気が催されるという条件反射ができていることが、すみやかな入眠には大切
です。寝室で読書をしたり、テレビをみたり、インターネット等をしたりすると、寝室に入ると眠くな
るという反応が妨害されます。寝室を睡眠以外に利用しないようにしましょう。

～健やかな睡眠のために～

●

●

●

●

●

●

●



12広報ここのえ　2022.８月号

　九重町では、認知症の方が他人にケガをさせたり他人の財物を壊したりして、法律上の損害賠償
を負った場合に、保険金の支払いを受けることができる「九重町認知症高齢者等個人賠償責任保
険」があります。

九重町認知症高齢者等の個人賠償責任保険事業について
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

必ず高齢者等 SOSネットワークの事前登録（13ページ）を行ってください。保険事業のみの加入はできません

九重町認知症高齢者等個人賠償責任保険

保険加入料　　保険料全額を九重町が負担するため、加入された方の自己負担はありません。
保険加入の対象者

▼

こんな場合に保険金が支払われます（補償内容）▼

加入申込みについて▼
▼

九重町高齢者等SOSネットワークに事前登録されている40歳以上の方
九重町に居住している方
本人が在宅生活している方（※1）
要介護認定を受けており認知症高齢者の「日常生活自立度」が Ⅱa以上の方
その他医師の診断により加入が必要と認められる方

すべてに
該当する方

（※1）下記の①～③の施設等で生活している人は、この保険の対象外です。
　　①介護保険制度における施設サービス及び居住系サービスを利用している方
　　　　施設サービス　「介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」「介護療養型医療施設」「介護医療院」
　　　　　　　　　　　　「地域密着型介護老人福祉施設」
　　　　居住系サービス　「認知症対応型共同生活介護」「特定施設入居者生活介護」
　　②医療法に規定する病院または診療所に入院している方
　　③次のいずれかの社会福祉施設に入所している方
　　　●障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に規定する障害者支援施設等に
　　　　入所している方
　　　●生活保護法に規定する救護施設及び更生施設に入所している方
　　　●老人福祉法に規定する養護老人ホームに入所している方

●他人の敷地に侵入し、育てている農作物等
を荒らしてしまった
●他人の車を叩く等し、傷をつけてしまった
●シニアカーで歩行者と衝突してケガを負わ
せてしまった
●スーパーやコンビニ等で、店の
　商品や備品を壊してしまった

個人賠償責任保険（上限１億円）
　壊してしまった物を弁償または修理する費
用、ケガを負わせてしまった相手の治療費や
慰謝料、休業補償等が支払われます。
　また、弁護士が必要になった場合の弁護士
費用、さらに裁判になった場合は裁判費用も
併せて支払われます。

申込時期　　随時受付
申込方法　　健康福祉課（役場1階）に、次の①～③の書類を提出してください。加入要件の確認を行い、
　　　　　　加入申請の結果通知書を後日お送りします。
　　　　　　【提出書類】 ①九重町認知症高齢者等個人賠償責任保険加入申請書
　　　　　　　　　　　　 ②九重町高齢者等SOSネットワーク事前登録票の控え
　　　　　　　　　　　　 ③診断書（介護認定の状況により「認知症高齢者の日常生活自立度」が確認
　　　　　　　　　　　　　 できる場合は不要）



広報ここのえ　2022.８月号13

第 27回「ときめき作品展」の開催について
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



　認知症により、記憶力や判断力が低下し、道に迷ったり、自分の家が分からなくなり、外出した
まま家に戻れなくなる場合があります。そのような場合に登録された情報を関係機関に提供し、早
期の発見・保護につなげるのが九重町高齢者等ＳＯＳネットワーク事業の「事前登録制度」です。

九重町高齢者等ＳＯＳネットワーク事業　－事前登録制度のお知らせ－
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　大分県では、障がいを持っている方の芸術・文化に対する活動意欲を高めるため、その成果を発表・
展示する機会を設け、芸術・文化活動を通じて障がいを持っている方の社会参加を応援しています。
　御来場者のアンケート投票により、感動を多く集めた作品を表彰します。是非、お立ち寄りいただ
き作品をご覧ください。

役場で事前登録

役場で九重町高齢者等
SOSネットワーク事
業に事前登録します

行方不明の時

もし行方不明になった時
は早くお近くの交番や警
察に相談してください

情報共有

早期の発見・保護

関係機関で情報共有
し、早期の発見・保
護につとめます

九重町認知症高齢者等
個人賠償責任保険へ加
入するには、この事前
登録が必要です

安心！

九重町役場
地域包括
支援センター

事
前
登
録
制
度
と
は

■どんな人が利用できますか？
　制度が利用できる人は、九重町内にお住いで、認知症等により行方不明になるおそれのある人です。
■どこで申請できますか？
　申請を希望される方（ご本人やご家族等）は、健康福祉課（役場1階）にお越しください。
■申請の際に必要な書類はありますか？
　印鑑と登録する方の写真（顔写真と全身が写ったもの）が必要ですので、事前にご準備ください。

　作品の募集は、８月31日（水）迄となっています。出
展料は無料ですので、作品をお持ちの方は出品してみませ
んか？出品につきましては、お問い
合わせ先までご連絡ください。

開催期間　　令和４年11月９日（水）～11月20日（日）　午前10時～午後６時

開催場所　　大分県立美術館１階アトリウム　（大分市寿町２番１号）

展示作品　　絵画・工芸・写真・書・陶芸・合作の６部門

▲ＨＰ
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『忘れても　あなたはあなたの　ままでいい』
～９月21日は世界アルツハイマーデー、９月は世界アルツハイマー月間です～

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１
　　　　　　　　地域包括支援センター　☎７６－３８６３

　世界アルツハイマーデー（毎年9月21日）は、国際アルツハイマー病協会（ADI）が認知症への
理解をすすめ、本人や家族への施策の充実を目的に1994年に制定されました。
　この日を中心に、９月をアルツハイマー月間として世界各国そして日本でも啓発活動が行われて
います。九重町でも期間中、認知症への理解を深めてもらうために下記のような取組を実施しま
す。この機会に認知症について一緒に考えてみませんか？

　文化センター内図書館では、9月1日から30日まで認知症の特設コーナーを設置し、認知症の基
礎知識や介護に関する書籍の紹介、パネルの展示を行います。今年は野上公民館入り口の図書コー
ナーにおいても同様の展示を行いますので、機会があればぜひお立ち寄りください。

１．図書館や公民館とコラボで「認知症コーナー」を設置します！

　『認知症サポーター』とは、なにか特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解
し、偏見を持たず、認知症の方や家族を温かく見守る『応援者』です。
　九重町では認知症サポーター養成講座を行っています。自治会、サロン、職場、PTAなど、い
ろんな団体を対象に、随時開催しています。お気軽にご相談ください。

３．あなたも『認知症サポーター』になりませんか！

　『オレンジカフェ』とは、認知症の方とその家族、地域の方、医療や介護の関係者など誰でも気
軽に参加できる場所です。コーヒーやお茶を飲みながら、お話や情報交換をしたり交流できる場で
す。開催場所がこれまで野上地区に1カ所でしたが、今年６月から南山田地区でも開催が始まり、
交流の場が町内でも少しずつ広がっています。感染症予防対策を行いながら開催していますので、
安心してお越しください。９月のカフェは下記のとおりです。

２．『オレンジカフェ』を毎月２ヵ所で開催しています！

【南山田地区】
■ と　き ： ９月 14日（水）　午後２時～午後３時 30分　
■ ところ ： 南山田公民館

【野上地区】
■ と　き ： ９月 20日（火）　午後２時～午後３時 30分　
■ ところ ： 野上公民館

＊どちらの会場にお越しいただいて
も構いません。事前の申し込みは不
要ですが、参加費として 100円（飲
み物とお菓子代）をいただいていま
すのでご準備ください。

（※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては中止になることがあります。）

認知症サポーター養成講座を受講した人全員に、「認知症
サポーターカード」をお渡ししています。
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　国民の２人に１人が“がん”になり、３人に１人が“がん”で亡くなっています。しかし、がん検診
を受けることで、がんによる死亡を今よりも減らすことができます。現在，国が推奨しているがん
検診は、下表の検査方法で実施される5つ（胃・肺・大腸・子宮頸・乳）です。これらの検診は，
有効性（死亡を防ぐ効果）があることが、科学的に証明されている検診です。がん検診の受診率を
50％以上とすることを目標に、がん検診を推進しています。まだ受けていない方は、ぜひ、追加
健診を受診しましょう。

がん検診、控えずに受けていますか？　～受診率50％を目指しています！～
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

種　類 対象者 受診間隔 検査項目
胃がん検診

肺がん検診
大腸がん検診
子宮頸がん検診
乳がん検診

40歳以上

40歳以上
40歳以上
20歳以上の女性
40歳以上の女性

問診、胃部エックス線検査
※胃内視鏡検査（50歳以上、２年に１回）
問診、胸部エックス線検査及び喀痰細胞診
問診、便潜血検査
問診、視診、子宮頸部の細胞診及び内診
問診、乳房エックス線検査（マンモグラフィ）

年１回

２年に１回

～国が推奨する５つのがん検診の対象年齢や検査方法～

日程 場所 託児（申込期限）

9月 30日（金）
10月 2 日（日）
11月 20日（日）
11月 21日（月）
11月 22日（火）

保健福祉
センター

受付時間

8:30 ～
10:30

乳房超音波検査
（39歳以下）

×
○
○
×
×

×
○（9月 16日 ( 金 ) まで）
○（11月 4日 ( 金 ) まで）

×
×

～追加健診の日程～

　平成25年６月より、積極的な接種勧奨が差し控えられていましたが、当該ワクチンの安全性に
ついて特段の懸念が認められないこと、接種による有効性が副反応のリスクを明らかに上回ること
が認められたため、積極的勧奨が再開されました。積極的勧奨を差し控えていた間、接種機会を逃
した方にも、公費による予防接種（キャッチアップ接種）を行います。

子宮頸がんワクチンのお知らせ
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

●ＨＰＶ（子宮頸がん予防）ワクチンについて

対象者 期間 費用

無料

無料

通常対象者

キャッチアップ
接種の対象者

対象年齢内に
３回接種

令和７年３月 31日
までに３回接種

小学６年生～高校１年生相当の女性
＊中学１年生、高校１年生相当の方には個別通知し
ています。
次の①②両方に該当する方
①接種日に九重町に住民票があり、平成９年４月２
日～平成18年４月１日生まれの女性
②３回のHPⅤワクチン接種を完了していない方
＊対象者の方には個別通知しています。

※ＨＰＶワクチンに関する情報は、厚生労働省ホームページをご覧ください。
※すべての子宮頸がんの発症を予防できるものではありません。20才以上は定期的に
　子宮頸がん検診を受けましょう。 Ｈ

Ｐ

▲
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九重町と大分県が連携して滞納整理を強化 「滞納は許しません！」
●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

　九重町では「公平・公正な税の負担」と「まちづくりを進める上で重要な財源確保」のため、７
月より大分県特別滞納整理室職員と日田市、由布市、玖珠町、九重町の４市町の職員が連携して滞
納整理を行い、収納率の向上を目指します。

　多くの町民の皆さんが納期内納付を守っているなかで、
再三の催告に応じない滞納者や、収入があるにもかかわら
ず少額の納付しかしない滞納者には、税の公平性を保ち、
町民として負担の義務を果たしていただくため、不動産や
預貯金・給与の差押え等の滞納処分を行います。
　さらに「タイヤロック（車輪止め）」による自動車やバ
イクなどの差押えを実施しています。タイヤロック装着後
も納税されない場合は、公売等により売却し、その売却代
金を未納の税金に充てることになります。
　財産の差押えは法律で定められており、滞納者の意思に
かかわらず行う強制処分です。
　また、納期限を過ぎると延滞金が発生する場合がありま
すので、納期限内納付をお願いします。

納期限までの納付のお願いと滞納処分について

滞納対策のタイヤ
ロック（車輪止め）

▲

大分県職員派遣　４市町相互併任　辞令交付式

九重町長　日野 康志

Vol.22

とびらをあけて

町 長コラム

　今年の梅雨の入りは平年並みでしたが、雨量も少なく
６月末には明けました。災害もなく一安心したところで
すが、一方で雨量不足から作物や飲料水等に影響が出て
しまい、自然の恵みの不安定さに泣かされ続けています。
　また、新型コロナウイルス感染症も第７波に入り、全
国や大分県そして九重町においても過去最高の感染者数
となっています、幸いにも７月末時点で町内の重症者は
出ていないとの事ですが、感染力が強いことからマスク
や換気などの基本的な対策を実施するとともに熱中症に
も気をつける必要があります。
　最近の出来事として二つほど報告します。新聞紙上で
見た方もいると思いますが、九重町において２ヵ所目の
水素開発プロジェクトがスタートしました。環境破壊が
大きな社会問題となっていますが、国が目指している
『脱炭素社会の実現』の中で、水素エネルギーは大きな
魅力を秘めています。今回、ゼネコン大手の清水建設さ

んが野矢原にバイオマスと地熱を活用して水素を作り出
す実験棟の開所式が７月28日に行われました。この実
証実験で結果が得られれば、新たなエネルギー産業が九
重町に誕生することになるでしょう。大いに期待してい
ます。
　二つ目は、日本とモンゴルの国交樹立50周年の記念
行事の一環として、７月30日から８月７日まで開かれ
たモンゴルの近代絵画展です。この絵画展は、九重町の
出身で前モンゴル大使の清水武則さんが大使時代に集め
たコレクションで、九重町北方の清水さん宅で開催され
ました。これまでも、ふるさと祭りと同時開催してきま
した「九重の自然を描く絵画展」にも特別展示をしてい
ただいております。清水さんは、日本とモンゴルを身近
な関係にすること、九重町とモンゴルの交流を進め、未
来への架け橋になりたいと話していました。私にとって
は、あまり縁のない国と思っていましたが、今回50周
年を記念してモンゴルのツェンヘルのソム長（町長）を
表敬訪問することとなりました。清水さんとの縁がモン
ゴルへの縁となり、新たな縁を築いていきます。
　九重町は、人口減少やコロナウイルス感染症などで大
きなダメージを受けてきましたが、ここからまた這い上
がらなければなりません。上記の出来事のように、希望
はいくらでもあります。恵まれた自然や人との縁を繋
ぎ、未来の九重町を皆さんと一緒に創っていきましょ
う。
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人権

No.312心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

ふるさとの
 文化財探訪

第100回

古
民
家
建
築
か
ら
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

文
化
財
調
査
員
　
衞
　
藤
　
銑
　
太

　
古
民
家
と
は
特
に
定

義
は
無
い
が
、
伝
統
的

な
建
築
様
式
に
よ
っ

て
、
様
々
な
職
人
達
が

そ
の
地
域
や
気
候
風
土

に
合
っ
た
様
に
造
り
上

げ
た
建
物
で
、
五
十
年

以
上
を
経
過
し
た
住
宅

建
築
で
す
。

　
そ
ん
な
古
民
家
建
築
は
現
代
の
住
宅
と

比
べ
る
と
気
密
性
は
低
く
、
夏
に
涼
し
く

（
最
近
は
地
球
温
暖
化
に
よ
り
夏
は
暑

く
）、
冬
は
寒
く
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
と
し
て
は
非
常
に
住
み
に
く
い
建
物
で

す
。
　
代
々
受
け
継
が
れ
て
来
た
古
民
家
も
現

代
で
は
う
ま
く
活
用
さ
れ
ず
に
解
体
さ

れ
、
又
は
空
き
家
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
し
か
し
最
近
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る

こ
と
で
古
民
家
の
味
わ
い
と
現
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
住
宅
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
長
い
年
月
を
か
け
職
人
達
が
創
意
工

夫
を
重
ね
築
き
上
げ
た
建
築
様
式
や
生
活

様
式
も
受
け
継
が
れ
ま
す
。

　
古
い
物
を
壊
し
、
新
し
い
も
の
を
ど
ん

ど
ん
造
る
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
も
の
を

大
切
に
す
る
、
そ
う
す
る
こ
と
が
【
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
】
す
な
わ
ち
【
持
続
可

能
な
社
会
】
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
総
務
省
が
五
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
調

査
で
、
二
〇
一
九
年
全
国
の
空
き
家
数
が

八
四
六
万
戸
と
総
住
宅
数
に
対
し
て
空
き

家
率
が
過
去
最
高
の
十
三
．
六
％
で
す
。

そ
し
て
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
そ
の

空
き
家
数
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。

　
九
重
町
の
空
き
家
総
数
は
、
平
成
二
十

五
年
の
空
き
家
実
態
調
査
に
よ
る
と
二
五

八
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
九
年
前
の
デ
ー

タ
な
の
で
今
で
は
九
重
町
で
も
か
な
り
空

き
家
数
は
増
加
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
今
あ
る
も
の
を
大
切
に
使
う
」
と
い
う

こ
と
で
、
地
球
の
資
源
を
大
事
に
し
自
然

環
境
を
壊
さ
ず
に
、
地
球
と
共
に
豊
か
に

住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
が
大
事
で
す
。

　
国
際
社
会
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
【
持
続
可
能
な

開
発
目
標
】
と
し
て
十
七
の
目
標
を
掲

げ
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
国
際
社
会
の
す

べ
て
の
人
が
貧
困
に
終
止
符
を
打
ち
、
地

球
環
境
を
守
り
、
地
球
を
保
護
し
て
平
和

と
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
社
会
を
実
現
し

よ
う
と
、
い
ま
世
界
中
の
人
々
が
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
が
な
ん
だ
か
壮
大
で

自
分
と
は
遠
い
世
界
の
事
の
よ
う
に
感
じ

ま
す
が
、
今
あ
る
も
の
や
資
源
を
大
切
に

す
る
こ
と
な
ど
、
少
し
だ
け
意
識
を
変
え

る
こ
と
で
何
か
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　第２回の講座では「部落差別の現実を知る～今も
残る 部落差別～」と題して、部落解放同盟九重支
部の松山マツ子支部長を講師に招きました。講座終
了後に書いていただいたアンケートで以下のような
記述がありました。（一部抜粋）

・部落差別は大人（親）から伝えられる、もの凄く
たちの悪いいじめだと実感しました。
・松山さんの話を聞いて結婚差別がまだあることに
おどろきました。自分は普通に結婚できた事は感

謝しなくちゃいけないと思いました。
・生まれた場所・国でその人の中身、性格が決まる
わけではないので自分の子どもには伝えていきた
い。
・松山さんのお子さんの行動力に感心した。子ども
に教えるというより大人に知ってもらい、大人の
人に考えさせるという事のほうがよっぽど効果的
だと感じた。（親の言動を子どもはしっかりと見
て覚えていくので）
・松山さんのお話を聞いて大事なのはちゃんと学び
理解することだと思いました。
・被差別地区はなぜ差別をされるのか疑問に思いま
した。
・差別やいじめをしている人は無意識だと思うの
で、どんな考えが差別につながるのかわかるアン
ケートがあると良い。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができ
ませんが、ご質問等がございましたら、社会教育課
（７６－３８２３）までお問い合わせ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　（社会教育課）

2022 年度　第２回なるほど “ザ”人権講座
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●児童書・コミック
つきをなくしたクマくん　　　　　　　　　　　谷口智則
がっこうにまにあわない　　　　ザ・キャビンカンパニー
かえるのほんや　　　　　　　　　　　　　　やぎたみこ
夏がきた　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽尻利門
川のむこうの図書館　　　　　　　　　　　　池田ゆみる
中学生から知りたいウクライナのこと　小山哲、藤原辰史
ブラックホールってなんだろう？　　嶺重慎、倉部今日子
12歳から始めるあがらない技術　　　　　　　  鳥谷朝代
13歳からの著作権　　　　　　　  久保田裕　その他多数
●一般図書
偽りの捜査線（文庫）　　　　　　 誉田哲也、今野敏　他
てのひらの未来 （文庫）　　　　　　　　　　　  村山由佳
死刑にいたる病（文庫）　
宙（そら）ごはん　　　　　　　　  町田そ櫛木 理宇のこ
広重ぶるう　　　　　　　　　　　　　　　　　梶よう子
幸村を討て　　　　　　　　　　　　　　　　　今村翔吾
俺ではない炎上　　　　　　　　　　　　　　　浅倉秋成
あきらめません！　　　　　　　　　　　　　　垣谷美雨
夢をかなえるゾウ　　　　　　　　　　　　　　　　　０
剣持麗子のワンナイト推理　　　　　　　　　　新川帆立
競争の番人　　　　　　　　　　　　　　　　　新川帆立
読書の森で寝転んで　　　　　　　　　　　　　　葉室麟
小さいわたし　　　　　　　　　　　　　　　　益田ミリ
消えた歌の風景　ＰＡＲＴ１・２　　　　　　　内館牧子
言葉を生きる　　　　　　　　　　　　　　　　池田晶子
もっと早く言ってよ。　　　　　　　　　　　　一田憲子
大人への手順　　　　　　　　　　　　　　　　伊集院静

東大教授、若年性アルツハイマーになる　　　　若井克子
心が強い人はみな、「支える言葉」をもっている　  齋藤孝
人生がすっきりわかるご縁の法則　　　　　　　名取芳彦
「私」という男の生涯　　　　　　　　　　　 石原慎太郎
女たちのポリティクス　　　　　　　　ブレイディみかこ
プーチンの野望　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤優
60歳からはじめて人生が楽しくなる 100のこと
リスクを生きる　　　　　　　　　　内田樹、岩田健太郎
フェイク　　　　　　　　　　　　　　　　　　中野信子
70歳からの生き方が寿命を決める！　　　　　 和田秀樹
血糖値を下げる献立
コレステロールを下げる献立
50代からの骨粗鬆症対策の献立
肌と髪がよみがえる！医師が教える 10歳若返りレシピ
薬学博士が教える手づくり野草茶レシピ　　　中山智津子
メイクがなんとなく変なので友達の美容部員にコツを全部聞いてみた　吉川景都
もっとすごすぎる天気の図鑑　　　　　　　　荒木健太郎
無印良品の社員だけが知っている無印良品の「隠れ定番」　「心地よい暮らし」プロジェクト
犬ごはんレシピ　
にゃんこ四字熟語辞　　　　　　　　　　　　　西川清史
紙もの（カミモノ）　　　　　　　　 暮らしの図鑑編集部
農家が教える農家の土木　　　　　　　農山漁村文化協会
〇×写真でわかるおいしい野菜の生育と診断　　高橋広樹
四季を彩るすてきなユニット折り紙　新宮文明、佐藤洋子
ｎａｎａｈｏｓｈｉの花おりがみＢＯＯＫ　たかはしなな
人生は 70代で決まる　　　　　　　　　綾小路きみまろ
「英語を話せる人」と「挫折する人」の習慣　　 西真理子
なぜか聴きたくなる人の話し方　　秀島史香　その他多数

新刊・新着図書案内 ～早いもので夏休みも後半。宿題や課題は快適な図書館でラストスパート！～

ほんの森８月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

　2022年４月から「成年」「未成年」を区切る年齢が18歳になることが決定しました。
　わが町では成人式を８月（お盆の時期）にすることもあり、今月はこの１８歳成人になって何が変わったの
か？を一緒に確認してみましょう。※図書館にある書籍「大人になるってどういうこと？」/（神内聡・著/くも
ん出版）を参考にしています。

　さて、「成人式」についてはまた別の話で、これまで通り20歳で行う自治体も多いのが現状です。高校３年生
の受験生にとって大学入試と重なるため、18歳で成人式を開催するには慎重になるのかもしれません。成人式
の在り方や、大人になるとはどういうことなのか？など、この機会に考えてみてはいかがでしょうか。図書館に
は憲法などをわかりやすく解説した本が多数あります。ぜひそういった本も手に取ってみてください。まだまだ
暑い日が続きます。成年の方も未成年の方も図書館でお待ちしています(^▽^)/

猛暑のなか、『１８歳成人』を考える

お
知
ら
せ

今月は第２土曜日が８月13日（お盆初日）ということで、皆さんお忙し
く参加が難しいようですので変更しています。まだまだ暑い毎日です。
図書館で絵本や紙芝居を聞きながら親子でのんびり楽しみませんか。つ
いでに夏休みの宿題もいかがでしょう(⌒∇⌒)お待ちしております♪
★８月は「スター」の皆さんです。
★９月のおはなし会は（通常通り第２土曜日の９月10日を予定）
　「ぷちトマト」の皆さんです。

７
月
に
読
ん
だ
本
で
す

　先進国では18歳で成人とする国
が多く、日本はその流れにやっと追
いついたようです。
　時代と共に若い人の成熟化が進ん
でいるという見方が広まり、若い人
たちに経済活動・政治等に積極的に
参加してもらおうという考え方が進
んだようです。しかし、本当の成熟
とは？議論も続いています。

●毎月第２土曜日は「おはなし会」…ですが今月は違いますのでご確認ください
　 ※８月のおはなし会は８月20日（第３土曜日）に変更になりました。

７月おはなし会の様子

●スマホの契約
●クレジットカードの作成
●アパートの申込み
●自由に結婚
●高校を退学する　
●パチンコ・パチスロ　
●いろいろな契約　　　等

法律上 18歳になったら
親の同意なく「できること」 ●飲酒・喫煙

●公営ギャンブルへの参加
●国民年金への加入

「変わらないこと」
（これまで通り 20歳から）

心身にあまり
良くないことは
従来通り

選挙権は
2016年から
18歳に
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●　暮らしの情報

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と　
き

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
振
替
休

日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と　
き　
９
月
13
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
と　
き　
９
月
１
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と　
き

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容

①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等
の
財
産
管

理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・
売

買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に

関
す
る
相
談

②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認
証
等
に

関
す
る
相
談

③
相
続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

　
相
続
・
会
社
設
立
等
の
登
記
、
供
託
、

遺
言
、
成
年
後
見
等
司
法
書
士
無
料
相
談

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
が
土
地
を
買
っ
た
り
、
ま
た
は

遺
言
を
相
続
す
る
な
ど
財
産
を
取
得
し
た

と
き
は
、
そ
の
所
有
権
の
登
記
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
権
利
が
保
全
さ
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
会
社
や
法
人
・
組
合
の
設

立
、
少
額
な
訴
訟
、
民
事
再
生
、
自
己
破

産
、
土
地
・
家
屋
に
対
す
る
賃
金
不
払
い

や
明
け
渡
し
、
夫
婦
・
親
子
関
係
や
扶
養

に
関
す
る
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る

方
、
ま
た
、
判
断
能
力
が
低
下
し
た
高
齢

者
等
の
成
年
後
見
、
遺
言
書
作
成
等
の
ご

相
談
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と　
き　
10
月
１
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
受
付
順
・
予
約
不
要
）

■
と
こ
ろ　
日
田
市
複
合
文
化
施
設

　
ア
オ
ー
ゼ
体
験
学
習
室
二

■
相
談
料　
無
料

■
相
談
担
当
者　
大
分
県
司
法
書
士
会
員

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
５
７
９
）

　
ま
た
は
最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所

■
対
象
者　
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
を
希
望

さ
れ
る
女
性

■
と　
き　
９
月
15
日
㈭

■
と
こ
ろ　
日
田
市
内
（
詳
細
な
相
談
場

所
は
申
込
電
話
時
に
案
内
）

■
時
間
・
定
員　
午
前
10
時
30
分
〜
正

午
：
１
名
／
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３

時
：
１
名

■
申
込
期
限　
９
月
12
日
㈪

■
そ
の
他　
秘
密
厳
守
。
要
事
前
予
約
。

個
別
面
談

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　
ア
イ
ネ
ス
女

性
総
合
相
談
（
＃
８
０
０
８
ま
た
は

　
☎
０
９
７‐
５
３
４‐

８
８
７
４
）

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら

せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
１
２
０‐

７
７
１‐

２
０
８

■
と　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
除
く
）

■
そ
の
他　
匿
名
可
。
秘
密
厳
守

◆
本
事
業
は
（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発
推

進
セ
ン
タ
ー
が
厚
生
労
働
省
の
生
活
相

談
充
実
事
業
で
実
施
す
る
も
の
で
す

■
と　
き　
９
月
４
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

■
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
受
付
／
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
概
要
説
明
）
／

校
内
見
学
（
実
習
場
見
学
）
／
希
望
の

訓
練
実
習
を
１
つ
体
験
（
プ
レ
ゼ
ン
ソ

フ
ト
操
作
実
習
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
小
物

製
作
）
／
個
別
相
談
会

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
参
加
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

お
知
ら
せ

大
分
県
交
通
事
故
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

出
張
Ｄ
Ｖ
相
談

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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労
働
委
員
会
は
、
労
使
紛
争
を
解
決
す

る
た
め
の
専
門
的
な
行
政
機
関
で
す
。

　
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、
賃

金
未
払
い
、
労
働
条
件
な
ど
の
労
使
間
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
電
話
、
来
所
で
の
相

談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
期
間
以
外
で
も
平
日
（
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
で
随
時
労
働
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
期　
間

　
10
月
１
日
㈯
〜
10
月
７
日
㈮

■
受
付
時
間

【
平
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　
　
　
　
来
所
の
受
付
は
午
後
７
時
ま
で

【
土
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
来
所
の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

※

土
日
の
来
所
の
場
合
の
出
入
り
口
は
県

庁
舎
本
館
東
側
通
用
口

■
相
談
方
法

【
電
話
相
談
】

・
０
９
７‐

５
３
６‐

３
６
５
０（
専
用
）

・
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
５
１

・
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１

【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会
事
務

局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

※

来
所
相
談
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
労
働
委
員
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１
）

　
歯
科
医
療
に
お
い
て
の
歯
科
衛
生
士
と

は
、
患
者
様
と
直
接
か
か
わ
り
、
歯
科
医

師
と
の
間
に
入
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
現
在
で
は
働
く
場
所
も
歯
科
医

院
の
み
な
ら
ず
、
公
的
機
関
、
病
院
、
介

護
施
設
（
口
腔
ケ
ア
）
な
ど
活
躍
の
場
が

広
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
志
望
者
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
大
分
県
内
の
歯
科
衛

生
士
不
足
は
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
歯
科
保
健
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
皆
様
の
復
職
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
復
職
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
、
大
分
県
歯
科
衛
生
士
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
月
水
金

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
歯
科
衛
生
士
会

　
大
分
市
王
子
新
町
６―

１

（
☎
０
９
７‐

５
４
５‐

３
２
０
３
）

■
と　
き

【
第
１
回
】
10
月
５
日
㈬

【
第
２
回
】
10
月
19
日
㈬

　
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
対
象
者

　
発
達
障
が
い
者
の
ご
家
族

※

本
教
室
に
お
け
る
「
発
達
障
が
い
者
」

と
は
ご
本
人
年
齢
が
18
歳
以
上
で
、

「
現
在
就
労
し
て
い
る
」
も
し
く
は

「
就
労
を
目
指
し
て
い
る
」
方

■
内　
容　
講
義

■
参
加
費　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
期
限　
９
月
９
日
㈮

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

■
と　
き

　
８
月
26
日
㈮
〜
９
月
１
日
㈭

【
平
日
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

【
土
日
】
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
番
号
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　
☎
０
１
２
０‐

０
０
７‐

１
１
０

　

※

Ｉ
Ｐ
電
話
は
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

３
３
６
８
（
法
務
局
人
権
擁
護
課
）

■
相
談
内
容　
学
校
に
お
け
る
「
い
じ

め
」
や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
。
子
ど

も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
全
般

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
地
方
法
務
局

（
☎
０
９
７‐
５
３
２‐

３
３
６
８
）

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ

を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
対　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で

　
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

■
と　
き　
９
月
１
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切　
８
月
25
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

　

法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
公
証
人

は
、
遺
言
を
始
め
、
任
意
後
見
契
約
な
ど

大
切
な
各
種
契
約
に
関
す
る
公
正
証
書
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書
は
、
紛
争

の
予
防
と
紛
争
の
早
期
解
決
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
正
証

書
遺
言
は
、
遺
言
相
続
に
伴
う
親
族
間
の

紛
争
を
防
止
す
る
と
と
も
に
相
続
手
続
を

簡
易
・
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
公
証
役
場
で
は
い
つ
で
も
無
料

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
相
談
機
関

　
日
田
公
証
役
場

　
（
日
田
市
南
元
町
５
番
28
号
）

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間

未
就
業
歯
科
衛
生
士
の
皆
様
へ

眠
っ
た
ま
ま
の
資
格
、
も
う
一
度

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室

〜
就
学
に
向
け
た
準
備
〜

第
２
回
自
死
遺
族
の
つ
ど
い

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

ご
存
じ
で
す
か
公
証
制
度
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■
電
話
番
号

　
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
相
続
登
記

の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
所
有
者
が

亡
く
な
っ
た
の
に
相
続
登
記
が
さ
れ
な
い

と
、
登
記
簿
を
見
て
も
持
ち
主
が
分
か
ら

ず
、
災
害
の
復
興
事
業
や
取
引
を
進
め
ら

れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
所
有
者
不
明
土
地
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
相
続
登
記
の
義
務
化
や
相

続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
な
ど
、
様
々
な
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
法

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
地
方
法
務
局　
日
田
支
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
７
１
９
）

　
法
務
局
に
は
、
相
続
手
続
き
を
す
る
人

た
ち
を
応
援
す
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
「
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
」
と
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で

あ
る
の
か
を
証
明
す
る
制
度
で
す
。
相
続

登
記
申
請
は
も
ち
ろ
ん
、
預
貯
金
の
払
戻

し
、
税
務
署
で
の
相
続
税
の
申
告
等
、

様
々
な
相
続
手
続
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る

な
ど
、
知
っ
て
お
く
と
メ
リ
ッ
ト
の
多
い

こ
の
制
度
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
法
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
無
料
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
地
方
法
務
局　
日
田
支
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
７
１
９
）

　
ア
ワ
ビ
と
ナ
マ
コ
の
密
漁
品
の
流
通
を

防
ぐ
た
め
、
「
特
定
水
産
動
植
物
等
の
国

内
流
通
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
採
捕
事
業
者
（
漁
業
者
・
漁
協
）

及
び
取
扱
事
業
者
（
加
工
・
流
通
・
輸
出

等
を
行
う
者
）
は
県
も
し
く
は
水
産
庁
へ

の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
届
出
を
せ

ず
に
譲
渡
等
を
行
っ
た
場
合
に
は
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
法
律
が

施
行
さ
れ
る
12
月
１
日
㈭
ま
で
に
電
子
申

請
に
よ
り
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県　
漁
業
管
理
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
９
１
５
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
の

公
有
財
産
を
売
却
し
ま
す
。

■
参
加
申
込
期
間

　
９
月
２
日
㈮
〜
９
月
20
日
㈫

■
入
札
期
間

　
10
月
４
日
㈫
〜
10
月
６
日
㈭

■
公
売
予
定
物
品

　
軽
貨
物
自
動
車
（
平
成
18
年
式
）

■
そ
の
他

　
公
売
へ
の
参
加
申
込
み
な
ど
を
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
中
止
・
変
更
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
体
験
で
き
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
期　
間　
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
の

間
の
、
お
お
む
ね
１
〜
３
日
間
（
ご
本

人
の
希
望
を
尊
重
）

■
と
こ
ろ　
県
内
の
福
祉
介
護
施
設
（
約

１
５
０
施
設
）

■
申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

は
、
役
場
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
窓
口
に
設
置

■
申
込
期
限　
体
験
希
望
日
の
10
日
前
ま

で
（
令
和
５
年
２
月
17
日
ま
で
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
５
２‐

７
０
０
０
）

　
令
和
５
年
４
月
に
高
等
学
校
及
び
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
へ
進
学

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
を
対
象
に

予
約
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

　
令
和
４
年
７
月
上
旬
〜
９
月
中
旬

■
貸
与
期
間　
令
和
５
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
標
準
修
業
年
限
の

終
わ
る
月
ま
で

■
貸
与
額　
月
額
が
選
択
で
き
ま
す

※

奨
学
金
は
卒
業
後
返
還
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

■
そ
の
他　
詳
し
く
は
中
学
校
の
先
生
ま

た
は
大
分
県
奨
学
会
（
☎
０
９
７‐

５

０
６‐

５
６
２
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

相
続
が
断
然
ラ
ク
に
な
り
ま
す

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

ア
ワ
ビ
、
ナ
マ
コ
の
採
保
事
業
者
及

び
取
扱
事
業
者
は
届
出
が
必
要
で
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

福
祉
・
介
護
の
職
場
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か

大
分
県
奨
学
会
高
等
学
校
等
予
約

奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

▲ＨＰ

▲ＨＰ▲ＨＰ

▲官公庁
オークション

▲消防組合
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■
テ
ー
マ　

　
高
血
圧
と
糖
尿
病
か
ら
カ
ラ
ダ
を
守
る

　
〜
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
そ
う
〜

■
日　
時　
９
月
17
日
㈯

　
午
後
５
時
〜
午
後
６
時

■
場　
所　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ー
ル
大
分

■
参
加
費　
無
料

■
参
加
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

（
事
前
申
込
が
必
要
）

■
定　
員　
先
着
50
名

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
総
務
課

（
☎
０
９
７‐

５
８
６‐

５
１
７
７
）

■
と　
き

　
11
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

　
甲
種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種

■
願
書
受
付
期
間

【
電
子
申
請
】

　
９
月
25
日
㈰
〜
10
月
４
日
㈫
予
定

【
書
面
申
請
】

　
９
月
28
日
㈬
〜
10
月
７
日
㈮
予
定

■
願
書
配
布　
８
月
30
日
よ
り
県
内
各
地

地
域
消
防
本
部
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
大
分
支
部
等
で
配
布

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

０
４
２
７
）

　
再
就
職
へ
の
決
意
と
希
望
を
胸
に
、
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
職
業
訓
練
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

　
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
も
の
づ
く
り
ア
シ
ス
タ
ン
ト
科

　
溶
接
施
工
技
術
科

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間

　
９
月
１
日
㈭
〜
９
月
30
日
㈮

■
訓
練
期
間　
11
月
２
日
㈬
〜
令
和
５
年

４
月
28
日
㈮

■
そ
の
他

　
９
月
13
日
㈫
・
９
月
20
日
㈫
に

　
説
明
会
実
施

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

■
採
用
職
種　

　
消
防
職
（
救
急
救
命
士
含
む
）

■
採
用
予
定
人
員　
２
名
程
度

■
採
用
年
月
日

　
令
和
５
年
４
月
１
日
（
予
定
）

■
受
験
資
格　
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

で
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項
に
該
当
し
な
い
こ
と
な
ど
。

・
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
平
成

７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

■
第
１
次
試
験　
10
月
16
日
㈰

■
試
験
会
場　

　
日
田
複
合
文
化
施
設
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｅ

■
申
込
受
付
期
間　
９
月
１
日
㈭
〜
９
月

14
日
㈬　

※

土
日
を
除
く

■
そ
の
他　
採
用
試
験
案
内
・
試
験
申
込

書
は
日
田
消
防
署
、
玖
珠
消
防
署
、
九

重
町
役
場
等
で
８
月
19
日
か
ら
配
布

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
玖
珠
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

２
２
０
４
）

【
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
採
用
】

■
職
種
・
採
用
予
定
数

　
《
一
般
事
務
》　
６
人

　
《
教
育
事
務
》　
２
人

　
《
警
察
事
務
》　
１
人

■
受
付
期
間　
８
月
31
日
㈬
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
10
月
16
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
１
２
）

【
農
業
技
術
員
】

■
採
用
予
定
数　
６
人

■
受
付
期
間　
９
月
２
日
㈮
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
10
月
16
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
総
務
部
人
事
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
３
１
２
）

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
適
切
な
応
急

手
当
が
な
に
よ
り
も
重
要
で
す
。
あ
な
た

の
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
、
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
と　
き

　
９
月
４
日
㈰
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
玖
珠
消
防
署

■
募
集
人
数　
20
名
程
度
（
受
付
順
）

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
玖
珠
消
防
署
救
急
係

（
☎
０
９
７
３‐

７
２‐

２
１
４
１
）

試
験
・
講
習
会

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
２
回
大
分
大
学
医
学
部
附
属

病
院
市
民
公
開
講
座

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験

受
講
料
無
料
！
11
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

令
和
４
年
度
大
分
県
職
員
採
用
選
考

普
通
救
命
講
習
開
催

▲ＨＰ
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こ
の
花
は
高
さ
六
メ
ー
ト

ル
に
も
成
長
す
る
落
葉
木

晩
夏
の
頃
、
下
向
き
に
鮮
や

か
な
橙
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。

　
そ
れ
を
人
に
比
喩
し
た
作

者
の
発
想
と
着
眼
に
は
脱

帽
。

　
花
は
た
し
か
に
大
き
く
揺

ら
ぎ
ま
す
。
ス
カ
ー
ト
み
た

い
に
・
・
・
。

凌
霄
の
花
ス
カ
ー
ト
ほ
ど
の
揺
ら
ぎ
か
な
　
　
高
倉
　
直
人

歳 時 記

八
十
路
坂
昼
寝
三
分
リ
ポ
ビ
タ
ン

七
夕
や
亡
父
の
紙
縒
り
の
き
り
り
と
し

病
床
や
蠅
一
匹
の
命
か
な

石
仏
お
経
唱
え
る
蝉
時
雨

か
き
氷
半
分
個
は
イ
ヤ

遠
雷
や
投
票
箱
の
鍵
二
重

田
畑
を
守
る
暮
ら
し
や
竹
の
春

パ
ラ
ソ
ル
の
色
比
べ
す
る
濃
紫
陽
花

白
紫
陽
花
や
さ
し
さ
残
る
子
の
ラ
イ
ン

山
頂
を
燃
や
す
夕
焼
切
株
山

民
主
主
義
問
わ
る
る
明
日
夏
の
陣

露
天
の
湯
お
ん
な
一
人
や
夏
の
雲

提
灯
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
祇
園
さ
ま

夏
休
み
久
方
ぶ
り
の
帰
省
か
な

儚
げ
に
色
の
薄
さ
や
赤
蜻
蛉

模
様
替
え
風
鈴
の
音
涼
や
か
に

大
吊
橋
み
ど
り
の
中
を
一
直
線

と
ろ
け
ゆ
く
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
の
梅
酒
か
な

目
薬
の
ひ
ん
や
り
染
み
る
蝉
し
ぐ
れ

サ
ン
ダ
ル
の
赤
く
染
ま
り
し
大
夕
焼

梅
雨
明
け
の
予
期
せ
ぬ
早
き
出
穂
か
な

空
蝉
は
風
に
委
ね
し
空
夕
焼

万
緑
や
見
え
隠
れ
し
て
狭
の
村

勝　

子

好　

美

一　

主

重　

吉

律　

子

末　

子

ヨ
ウ
子

ム
ツ
子

香　

澄

則　

子

桐　

友

八
千
子

左
代
美

　

良　

子

ト
シ
子

文　

子

文　

雄

次　

江

純　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春　

蘭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ズ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ス
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恒　

己

読 者 俳 句

こちら
119番
こちら
119番

「スズメバチに注意！」
　この時期、虫の活動が活発になります。その中で
注意してほしいのが「スズメバチ」です。スズメバ
チは７月頃から巣作りを始め、巣に近づく敵を容赦
なく攻撃します。刺されてしまうと、アナフィラキ
シーショックという症状を起こし、最悪の場合死に
至る恐れがあります。
　アナフィラキシーショックの主な症状として、皮
膚のかゆみや発疹、喉の違和感、吐き気などがあり
ます。さらに状態が悪化すると、早い場合は、意識
障害、呼吸困難といった命に係わる症状が、数分で
出現します。
　もし、刺されてしまった場合は、落ち着いて次の
ように行動してください。
・早急にその場から逃げる。

・傷口を水道水などでよく洗い流し、手で毒液を絞
り出す。
・虫刺され用の薬（抗ヒスタミン軟膏）を塗る。ア
ンモニアは全く効果がありません。
　そして、できるだけ早く病院を受診してくださ
い。息苦しさ、意識が朦朧とするような症状が現れ
た場合は、すぐに119番通報をしましょう。
　また、アナフィラキシー症状で病院を受診する
と、エピペンというアナフィラキシー症状を抑える
薬が処方されることがあります。処方された方は、
仕事やレジャー等で外出する際には、必ず持参する
ようにしてください。
　「備えあれば憂いなし」で楽しい夏をお過ごしくだ
さい。

問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

凌
霄
の
花

の
う
ぜ
ん

の
う
ぜ
ん

九
月
号
の
締
め
き
り
は
八
月
二
十
五
日
で
す
。

お
早
め
に
。

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
籠
枕
は
竹
や
藤
を
用
い
て
籠
目
で
円
柱
形
に
編
ん
だ
枕

こ
れ
を
抱
え
て
涼
し
い
場
所
を
探
し
読
書
と
は
何
と
優
雅
な
。

　
下
五
の
「
風
探
す
」
で
一
句
が
生
き
返
り
ま
し
た
。

籠
枕
抱
え
て
読
書
の
風
探
す

泉　
　
　

溪

　
星
祭
は
「
七
夕
」
の
こ
と
。
笹
竹
に
願
い
を
書
い
た
筈
の
あ

の
子
の
短
冊
を
探
し
て
い
る
「
あ
の
人
」
は
誰
だ
ろ
う
。

　
お
じ
い
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
そ
れ
と
も
先
生
、
想
像
は
広
が

り
ま
す
。

短
冊
に
あ
の
子
を
さ
が
す
星
祭

豊　
　
　

國

　
玖
珠
郡
の
祇
園
祭
の
先
陣
を
切
っ
て
行
わ
れ
る
下
旦
祇
園
、

二
つ
の
祇
園
山
が
下
旦
地
区
を
練
り
歩
き
ま
す
。
白
法
被
が
目

に
鮮
や
か
で
す
。

曳
き
山
鉾
の
下
旦
祇
園
白
法
被

幸
谷　

恵
子

　
　
　
　
今
月
は
、「
や
」「
か
な
」「
け
り
」
の
切
れ
字
を
使
っ
た
佳
作
が
、
五

句
。
切
れ
字
の
「
や
」
は
、
句
中
に
意
味
上
の
断
絶
が
あ
る
こ
と
を
表
す
働
き
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
句
も
「
二
句
一
章
」
の
つ
く
り
で
成
功
で
す
。
こ
れ
に
対

し
て
「
か
な
」「
け
り
」
は
詠
嘆
の
意
味
を
添
え
て
句
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

「
や
」
の
使
い
方
と
は
少
し
違
う
こ
と
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
後
記
）

佳
作
　
二
十
三
席

佳
作
　
二
十
三
席

か
ご
ま
く
ら

や
そ
じ
ざ
か

こ
よ

は
か
な

こ
あ
じ
さ
い

う
つ
せ
み

か
ら
ゆ
や
け



令
和

４
年

８
月

17日
発

行
（

通
巻

795号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

８
月
号

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。
広報ここのえは、UD文字を使用しています。 24広報ここのえ　2022.８月号

● 

病
　
院

８月

９月

21日
28日
4日
11日
18日
19日
23日
25日

76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121
72-2466
73-2030

恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上
　森　
北山田

電　話住　所 医療機関名日月
72-0214

0973-22-0002
0973-24-7710
0973-24-6347

72-3838
0973-22-0075
0973-22-3034

76-2018

玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
恵 良

★都合で変更する場合があります。

井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友 成（塚 脇）医 院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック

相 良 歯 科 医 院
ごとう歯科医院
アップル歯科医院
川 津 歯 科 医 院
たしろ歯科医院
アペックス歯科
武 内 歯 科 医 院
玉 井 歯 科 医 院

2022 年８月・９月休日当番医
● 

歯
科
医

８月

９月

21日
28日
4日
11日
18日
19日
23日
25日

電　話住　所 医療機関名日月

＜発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について＞ 
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

4

4

3

3

24

31

70

42

167

24

34

70

42

170

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

町内地区別事故発生状況
交通安全110 2022・7月末

（敬称略）

川 上 二

上 旦

北 方 下

桐 木 四

後 河 内

串 野 上

無 田 中

桐 木 四

生 竜

宝 泉 寺

引 治 一

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢　町の木／くぬぎ　
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

８７

９５

９２

７９

９１

８８

９６

８９

８７

１０２

９７

おがわ　　　　　　　まもる

おばた　　　　とらのすけ

かい　　　　　まさいち

さたけ　　　　　こうじ

さとう　　　　　とよか

さとう　　　　 のりやす

たかだ　　　　 さちこ

たかの　　　　　　　ひとみ

たかむら　　　　なみこ

なかたに　　　　ただこ

にたみず　　　　みよこ

７月１日～７月末日届出分

人口と世帯
人口
  男
  女
世帯

8,815  人
4,247  人
  4,568  人
3,904 　 

2
5
3
16

人の動き

（　）は前月からの増減

小　川　　　守

小　幡　寅之助

甲　斐　政　一

佐　竹　宏　治

佐　藤　トヨカ

佐　藤　敎　康

高　田　幸　子

高　野　　　瞳

高　村　奈美子

中　谷　タダ子

二田水　美代子

８月生まれ

１歳～３歳の誕生日を迎える、九重町に住所がある
お子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。 ▲九重町ＨＰ

問　企画調整課（☎７６-３８０７）

応募締切
９月がお誕生日のお子さん
　：８月２6日（金）まで

さん惠藤 理月
えとう　　りつき

えとう のぶと
（保護者：惠藤允斗）

２歳
10 月がお誕生日のお子さん
　：９月２6日（月）まで

▲応募フォーム

　今月号の表紙にもありますが今
年は日本とモンゴルが外交関係を
樹立して50周年とのことです。
モンゴルについて調べてみると温
泉がほとんどないらしいです。大
陸の内陸部で活火山がないためみ
たいですが、日本ではあたり前に
あるものが世界ではあたり前では
ないと改めて感じるとともにモン
ゴルの数少ない温泉はどうして湧
いているのだろうと気になってい
る次第です。　　　　　　　T.E

編集後記

※広報ここのえ７月号折り込みの逝去者名簿にて掲載漏れが１件
　ございましたので訂正してお詫びいたします。

死亡者　　　  喪主 行政区野上地区
溝口　夏子　原田　勝美　　中央二

（＋　 ）
（＋　 ）
（－　 ）
（＋　 ）




